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研究室紹介

九州大学大学院工学研究院　応用化学部門分子教室　 
バイオプロセス化学講座

後 藤 雅 宏

1．九州大学応用化学部門分子教室の歴史

九州大学は，東京大学，京都大学，東北大学に次い
で，日本で 4番目の帝国大学として 1911年に設立されま
した。設立当初は，医科（後の医学部）と工科（後の工
学部）の 2学部でしたので，工学部は，現在 10ある学部
の中でも最も歴史の古い学部です。なかでも応用化学科
は，機械，土木，冶金学科と並んで，大学の設立当初か
らの学科です。その後，1957年に応用化学科は，機能材
料を中心とする機能物質化学コース（機能教室）と有機
合成を基礎とする分子システム化学コース（分子教室）
に分かれて現在に至っています。設立当初は，応用化学
分子教室は，九州大学のメインキャンパスである箱崎地
区にありましたが，大学の移転プロジェクトによって，
2005年の 10月に最初に伊都キャンパスに移転しました。
伊都地区は，市内の中心にある箱崎キャンパスと違って，
天神や博多駅の中心部から，およそ 50分の西区にありま
す。この移転も 2018年の 10月に，医学系の学部を馬出
地区に残して，すべて完了する予定です。移転終了後は，
日本一広大なキャンパスとなるそうです。

2．分子教室バイオプロセス化学講座

1957年に設立された応用化学分子教室は，当初，量
子化学，酵素化学，有機化学，高分子化学，プロセス化
学の六つの講座によって成り立っていました。その後，
平成に入ると，バイオテクノロジーが注目され，七つ目
の講座として，新たに生化学講座ができました。その
際，6番目のプロセス化学講座もバイオプロセス化学講
座と名称変更になりました。私は，本講座の 4代目の教
授として，2001年に就任しました。私自身は，プロセ
ス化学講座で博士課程を修了し，ポスドクを経てそのま
ま教員として講座に残りました。その後，分子教室の方
針で，今後は教室にバイオテクノロジーの研究を多く取
り入れるということで，1994年に米国のマサチュー
セッツ工科大学（MIT）に留学させていただきました。
翌年，米国から生体触媒（酵素）プロセスの技術を持ち
帰り，それが，本講座のメインテーマの一つとなりまし
た。私が，MITで学んだ技術は，酵素を有機溶媒中で
安定化させる技術です。エマルションやミセルなどの分
子集合体を用いて，酵素の安定化を試みました。この経
験が今でもさまざまな分野で役に立っています。なお，
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